リース取引のポイント

リース契約の内容によって会計処理が変わりますので注意してください。

Ｑ．リース期間の中途において契約を解除できるか？

★解除できる場合
オペレーティング・リース取引



通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理

★解除できない場合

　Ｑ．所有権が移転するか？

　　★移転する
ファイナンス・リース取引


通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理


固定資産計上価額


リース料総額をもって固定資産計上額とすること

ができる

（借入金で資産を購入したような形となる）

（基本金の計上に注意）

　　★移転しない
所有権移転外ファイナンス・リース取引


必要と認められる事項を計算書類に注記し、


通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理

　　　　　　　　　　　貸借対照表の最後に記述する

　　　　　　　　（注記例）

　　　　　　　　通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っている

　　　　　　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、平成１０年

　　　　　　　　４月以降に締結したものは次の通りである。

　　　　　　　　リース資産の種類　　　リース料総額　　未経過リース料期末残高
　　　　　　　　教育研究用機器備品　　〇〇〇〇〇円　　　　　　〇〇〇〇〇円

　　　　　　　　その他の機器備品　　　〇〇〇〇〇円　　　　　　〇〇〇〇〇円

